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を示した．平成 23 年度の身長の平均値および標準偏差は，小学１年生男子で 116.6±6.4 ㎝（n=21），女子で 116.3
± 4.5 ㎝（n=18）であった．小学２年生男子で 122.4±5.1 ㎝（n=17），女子で 120.7±4.7 ㎝（n=13）であった．
小学３年生男子では 128.7 ± 5.4 ㎝（n=19），女子で 132.0±5.4 ㎝（n=10）であった．また，体重の平均値と標準
偏差についてみると，小学１年生男子で 22.5±6.0 ㎏，女子で 22.7±5.4 ㎏であった．小学２年生男子では 25.5±5.4
㎏，女子で 22.6 ± 3.2 ㎏であり，小学３年生男子では 27.9±6.1 ㎏，女子で 27.6±4.0 ㎏であった．
　１年間の変化量について，それぞれ表３と４に示した．小学１年生から小学２年生の身長の変化量が平成 21
年度から平成 22 年度（男子：105.2％，女子：105.3％）および平成 22 年度から平成 23 年度の変化量（男子：





表１． 平成 21年度から平成 24年度までの性 ・学年別の身長の推移について
平成 24 年度 平成 23 年度 平成 22 年度 平成 21 年度 年度間の比較
1 年生男子 116.9 ± 6.3（20） 116.6 ± 6.4（21） 115.9 ± 4.8（17） 116.4 ± 4.7（19） n.s.
1 年生女子 117.8 ± 4.2（14） 116.3 ± 4.5（18） 114.1 ± 4.2（13） 119.3 ± 4.5（10） p<0.05
2 年生男子 122.2 ± 6.8（21） 122.4 ± 5.1（17） 122.4 ± 4.8（19） 121.9 ± 5.9（22） n.s.
2 年生女子 121.9 ± 5.0（18） 120.7 ± 4.7（13） 125.6 ± 4.6（10） 122.5 ± 4.8（18） n.s.
3 年生男子 127.6 ± 5.4（17） 128.7 ± 5.4（19） 127.5 ± 6.2（22） 127.5 ± 4.9（19） n.s.
3 年生女子 126.3 ± 5.1（13） 132.0 ± 5.4（10） 128.2 ± 4.9（18） 127.2 ± 6.3（14） n.s.
（平均値±標準偏差で示した．単位は㎝である．かっこ内は対象者数，n.s. は not significant を示す．）
表２． 平成 21年度から平成 24年度までの性 ・学年別の体重の推移について
平成 24 年度 平成 23 年度 平成 22 年度 平成 21 年度 年度間の比較
1 年生男子 21.3 ± 5.0 22.5 ± 6.0 22.4 ± 4.7 20.9 ± 3.7 n.s.
1 年生女子 22.2 ± 5.5 22.7 ± 5.4 19.7 ± 2.4 21.9 ± 2.6 n.s.
2 年生男子 25.0 ± 7.4 25.5 ± 5.4 24.0 ± 4.5 24.4 ± 4.2 n.s.
2 年生女子 25.1 ± 6.8 22.6 ± 3.2 24.5 ± 3.2 23.9 ± 4.3 n.s.
3 年生男子 28.6 ± 7.0 27.9 ± 6.1 27.5 ± 4.7 26.0 ± 6.0 n.s.
3 年生女子 25.4 ± 4.0 27.6 ± 4.0 27.4 ± 5.4 25.3 ± 4.5 n.s.
（平均値±標準偏差で示した．単位は㎏である．n.s. は not significant を示す．）
表３． 性 ・学年別にみた身長の１年間の増加量について
平成 23-24 年度 平成 22-23 年度 平成 21-22 年度 年度間の比較
1 年生 -2 年生（男子） 104.9 ± 0.5（21） 105.5 ± 0.8（17） 105.2 ± 0.7（19） p<0.05
1 年生 -2 年生（女子） 104.8 ± 0.6（18） 105.7 ± 0.9（13） 105.3 ± 0.8（10） p<0.05
2 年生 -3 年生（男子） 104.3 ± 0.6（17） 105.1 ± 0.5（19） 104.6 ± 0.9（22） p<0.05
2 年生 -3 年生（女子） 104.7 ± 0.8（13） 105.1 ± 1.0（10） 104.6 ± 0.9（18） n.s.
3 年生 -4 年生（男子） 104.0 ± 0.7（19） 104.4 ± 0.9（22） 104.1 ± 0.6（19） n.s.
3 年生 -4 年生（女子） 104.6 ± 0.9（10） 104.8 ± 1.0（18） 104.5 ± 0.9（14） n.s.
（平均値±標準偏差で示した．単位は％である．かっこ内は対象者数，n.s. は not significant を示す．）
表４． 性 ・学年別にみた体重の１年間の増加量について
平成 23-24 年度 平成 22-23 年度 平成 21-22 年度 年度間の比較
1 年生 -2 年生（男子） 110.4 ± 5.3 113.9 ± 3.5 114.5 ± 6.5 p<0.05
1 年生 -2 年生（女子） 110.2 ± 4.9 114.4 ± 4.8 111.6 ± 4.3 n.s.
2 年生 -3 年生（男子） 111.7 ± 6.0 116.1 ± 8.2 112.8 ± 5.1 n.s.
2 年生 -3 年生（女子） 112.3 ± 5.1 112.7 ± 5.1 114.8 ± 6.0 n.s.
3 年生 -4 年生（男子） 116.2 ± 8.3 115.8 ± 6.7 112.1 ± 4.0 n.s.
3 年生 -4 年生（女子） 112.2 ± 5.2 116.0 ± 6.2 112.5 ± 3.6 n.s.
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